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要旨 
現代日本語では語彙的意味を表し実質名詞として働く一方で、文法的機能を有し、接続
辞のように振る舞う語が存する。本論は、その類の語から「以上」「かぎり」「あたり」「点」
「場合」という 5つを取り上げ、「名詞用法と接続辞用法との関わり」を中心視点として、
5語の＜接続辞としての在り方や位置づけ＞を明らかにしたものである。 
先行研究では、この類の接続辞は「複合辞」、「接続助詞化した底（＝連体節の主名詞）」、「従
属接続詞」などのように、さまざまな角度から考察されてきた。研究対象として一定の研
究価値が認められていると言えるが、いずれの研究においても「①構成した複文の意味的
関係」によって従来の接続辞体系に組み込まれる傾向がみられる。他方、この類の接続辞
は「語彙的意味の希薄化」に伴って名詞から文法化したものであり、接続辞になっても語
彙的意味からの影響が消えないと考えられる。本論がとりあげる 5つの接続辞を例とする
と、構成した複文は「と、ば、たら、なら」が作る条件文と類似性が見られるが、語彙的
意味の残存によって、単純に条件関係を表すとは言い切れないと言える。 
そこで、本論は「以上」「かぎり」「あたり」「点」「場合」という 5つを対象として、上
述の①という複文研究で馴染み深い視点以外に、「②接続辞用法と名詞用法との関連性」と
いう文法化の考え方に基づく視点を取り入れ、以下の 2点を目的として考察を行った。 
＜1＞ 名詞用法の在り方、接続辞用法の在り方、名詞から接続辞に変化する仕組みと
いう 3つの面に分けて、この類が接続辞としての機能を解明する。 
＜2＞ 上記＜1＞に基づき、この類の接続辞を従来の接続辞体系においてどのように
位置づけるべきかを明らかにする。 
その際、まず序論では本論の問題意識、研究対象の位置付けや研究の視点を述べた。特
に、研究対象の位置づけについては「詞的な要素を含む」、「構成した従属節が副詞節であ
る」という 2 点を同時に満たすもの、というように明らかにした。    【第 1～4 章】 
本論・第一部では「以上」と「かぎり」を取り上げ、①の視点を中心に 2語の接続辞機
能を明らかにした上で、2 語の名詞用法がどのように接続辞機能と関わるのかを論じた。
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結果として、「以上」と「かぎり」は従来条件表現と認められてきたが、そのように言い切
れないこと、および、接続辞用法で「条件性」が生まれる理由として、具体的には「以上」
の「基準より上の範囲⇔基準より下の範囲」、「かぎり」の「限界より内の範囲⇔より外の
範囲」という、2 語の語彙的意味に共通する「範囲を作る」というファクター（以下、＜範
囲＞と略称）があげられることなどを明らかにした。           【第 5～6章】 
本論・第二部では、まず「以上」「かぎり」「あたり」「点」を取り上げ、②の視点を中心
に、なぜ＜範囲＞を表す名詞が接続辞化にあたって条件性を獲得するのかについて考えた。
その結果、上述の＜1＞と＜2＞について以下のように明らかにした。 
結論からいえば、本論は＜2＞について、「以上」「かぎり」「あたり」「点」を典型的な条
件表現と区別して扱い、従来の接続辞体系に存在しない＜範列条件関係＞を表す接続辞と
いうように位置づけた。＜範列条件関係＞を提案する理由は＜1＞にあるが、＜1＞では、
4 語は「範列から 1 項目をとりあげ、そのもとでどう判断できるのか」という意味で複文
を構成しており、接続辞としての機能は「範列から 1項目をとりあげ条件節とする」とま
とめられる。最後に、同様に範列から 1項目をとりあげて複文を構成するものの、条件性
が読み取れない「複合副助詞」というグループに注目し、＜範列項目関係＞を表す接続辞
の存在について論じた。                        【第 7～8章】 
続いて、第 9～10章では＜範列条件関係＞を表す接続辞の内実をより深く追究した。第
9 章では＜範列条件関係＞類と＜範列項目関係＞類を対照して、同様に範列から 1 項目を
とりあげて複文を構成するものとしてなぜ前者の場合にのみ「条件性」がみられるのか、
を考えることによって、＜範列条件関係＞を表す接続辞が条件性を表せる理由を明らかに
した。第 10章では「場合」という語をとりあげ、＜範列条件関係＞を表す接続辞には＜範
囲＞を表さないものも存在することを示した上で、「場合」と「以上・かぎり・あたり・点」
との関係を明らかにした。特に、後者の関係性を明らかにすることによって、本論におけ
る＜範列条件関係＞を表す接続辞の簡潔な体系化を示せた（下記表 1参照）。具体的には、「範
列の在り方」という点からみれば、「場合」は多項目選択類に属し「あたり・点」と類似性
をもつのに対して、「構成した複文の条件性の強弱」という点からみれば、強い条件性を表
し「以上・かぎり」と類似していて、＜範列条件関係＞を表す接続辞体系全体の位置づけ
という点では、「以上・かぎり」と「あたり・点」の中間に位置すべきである、と論じた。                
【第9～10章】 
 
表 1  ＜範列条件関係＞を表す接続辞の体系 
下位分類 該当形式 範列の在り方 構成した複文の条件性 
相反項目選択類 以上・限り 二項目 － 相反関係    強 
多項目選択類 
場合 多項目 － 同類関係    強 
あたり・点 多項目 － 同類関係    弱 
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 本論文は、現代日本語における「以上」「かぎり」「あたり」「点」「場合」の 5語を対象とし、名詞
用法と接続辞用法との関わりという観点から、それらの接続辞としての在り方や接続辞体系における 
位置付けについて論じたものである。全体は、序論、本論、結論の全 12章から成る。 
 序論（第 1章～第 4章）は、本論文の目的、分析対象の位置づけ、研究の視点・方法等について論
じたものである。「接続辞」を複文における従属節を導く形式と認定した上で、本論文での分析対象
を、詞的な要素を含み副詞節を構成する接続辞としている。また、本論文の視点・方法に関し、語彙 
的意味の稀薄化を扱うが、文法化研究というより接続辞の成立条件を問うものであると主張する。 
 本論「第Ⅰ部 接続辞用法と名詞用法の繋がりをめぐって」（第 5・6章）は、条件を表す接続辞「以
上」と「かぎり」を取り上げ、内容語である名詞「以上」「かぎり」との関連性について論じたもの
である。その結果、「以上」では、内容語における「最低限」というファクターが接続辞の「前提条
件」の提示機能に反映され、「かぎり」では、内容語における「限界までの全ての範囲」というファ 
クターが接続辞の「範囲内全て」という提示機能に反映されていることを明らかにしている。
本論「第Ⅱ部 名詞の接続辞化の機構をめぐって」（第 7章～第 10章）は、「あたり」「点」「以上」
「限り」「場合」を対象として、接続辞化の機構とその分類、接続辞体系への位置付けについて論じ
たものである。最初に、場所を表す名詞「あたり」「点」を取り上げ、両者の接続辞化の異同を明ら
かにした後、「あたり」「点」「以上」「限り」4語の接続辞化の機構を比較検討し、「範列から項目を選
択して従属節を構成する」という共通点を見出すことによって、全体を「範列条件関係」を表す接続
辞であると捉えている。その上で、「範列の在り方」から、前者 2語を「相反項目選択類」、後者 2語
を「他項目選択類」と二分することを提示している。更に、4語とは接続辞化の様相の異なる「場合」
を考察に加え、「他項目選択類」を条件性の強弱という観点から、条件性の強い「場合」と弱い「あ
たり」「点」に二分し、最終的に「範列条件関係」を表す接続辞 5語に見られる体系を提案している。 
結論（第 11・12章）は本論文の概要・結論と意義・課題について述べている。 
本論文は、上記 5語を取り上げ、それらが名詞として共通に「範囲」という意味合いを有するとい
う認識を出発点とし、従来の文法化研究とは異なったアプローチを取りつつ、接続辞化の機構とそれ
ら 5語の接続辞としての位置づけを探究したものである。取り立て助詞、一般条件接続辞（「なら」「た
ら」等）、「複合副助詞」（「～を除いて」等）などと比較することにより、上記 5語が「範列条件関係」
を表すという捉え方は斬新であり、その体系化も接続辞の研究では初めての試みである。以上の点か
ら、本論文は日本語学の複文研究、接続辞研究に新たな地平を開いたものとして高く評価される。 
よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに充分な資格を有するものと認めら
れる。 
